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序 文

平成3年 度に実施 しました、香美郡香我美町 「稗地遺跡」の調査報告

書を刊行する運びとなりました。

平成3年4月 に埋蔵文化財の調査 ・研究及び普及啓蒙についての中心機

関となるべ く埋蔵文化財センターが開設 されましたが、県民の皆様方の

温かいご理解 とご協力により、その運営 もようや く軌道に乗 ってまい り

ました。県民共有の文化的財産であります埋蔵文化財の保護体制を充実

させることにより、県民文化の振興により一層尽力する所存でございま

すので今後 ともご協力の程よろしくお願い申しあげます。

今回の調査は、山南川水系河川改修工事 に先立ち、(財)高 知県文化

財団埋蔵文化財センターが高知県南国土木事務所の委託を受け、遺跡の

記録保存のため実施 したものです。

本書が文化財の研究及び保護の一助 としてご活用いただければ幸いに存

じます。

最後に、調査 に際 しご協力、ご援助いただきました高知県南国土木事

務所並びに高知県教育委員会、香我美町教育委員会、地元稗地地区の皆

様方 をはじめ、調査関係者各位 に厚 くお礼 申しあげます。

平成5年3月

(財)高 知県文化財団埋蔵文化財センター

所 長 小 橋 一 民



例 言
ひ え じ

1.本 書は、山南川河川改修工事に伴う稗地遺跡(香 我美町上分字稗地に所在)の 発掘調査報告

書である。

2.発 掘調査は、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが高知県の委託を受け、平成3年

10月28日 ～11月28日 の間に実施 した。整理作業は平成4年 度に実施 した。

3.発 掘調査体制は以下の通 りである。

●調 査 員

松田知彦(高 知県教育委員会文化振興課 社会教育主事)

出原恵三 (同 主 幹)

●事務担当

山崎 浩((財)高 知県文化財団埋蔵文化財センター 事業課長)

三浦康寛 (同 主 幹)

●調査協力

近森泰子

藤方正治

(同 調 査 員)

(同 調 査 員)

4.本 書の執筆 ・編集は松田知彦が行った。

5.遺 物整理 ・図面作製等の作業においては竹村延子 ・大原喜子 ・山中美代子 ・宮地佐枝 ・矢野

雅氏の協力を得た。

6.本 報告書作製にあたっては、出原恵三氏(高 知県教委)を はじめ(財)高 知県文化財団埋蔵

文化財センターの各調査員の方々から貴重な助言、教示を得た。記 して深 く感謝の意を表した

い 。

7.発 掘作業においては、地元稗地地区を中心 とする下記の方々の協力を得ることができた。記

して深 く感謝の意を表 したい。

佐野 宣重

吉川 糸恵

別役 美益

貞岡 重通

長崎 三湖

馬地 節子

岩河美枝子

水田 万喜

岩河 照子

久家 正子

十万 睦

吉川 徳子



1.遺 跡 名

2.所 在 地

3.立　　 地

4.種　　 類

5.調 査 主体

6.調 査契機

7.調 査 期 間

8.調 査 面積

9.検 出 遺構

10.出 土 遺物

11.内 容 要 約

報告書要約

ひ え じ

稗地遺跡
か み  か が み

香美郡香我美町上分字稗地

香我美町東部山南川左岸 標高約22.5m

弥生･古 墳時代､中 世(集 落跡)

(財)高 知県文化財団 埋蔵文化財センタ-

山南川河川改修工事

平 成3年10月28日 ～11月28日

500m2

〔弥生時代後期～古墳時代初頭〕ST6棟 SK1基

〔中世 〕SK4基､SD2条､P3基

〔時 期 不 明 〕SA1列､SD1条､P多 数

弥生土器､古 式土師器､土 師質土器､青 磁､瓦 質土器､鉄 鏃､鉄 製穂摘具

今次調査では弥生後期～古墳時代の初頭の竪穴住居址を6棟(円 形3･方 形

3)検 出した｡そ のうち円形住居址 と方形2棟 にベッド部を有する｡ま た一括

資料 としてSK3､中 世の一括資料としてP7か ら良好な遺物が得られた｡鉄 製

穂摘具をはじめ､鉄 器資料の豊富さも特記できよう｡
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第 Ｉ章 調査 に至 る経過

香宗川中小河川改修関連工事は、農業用導水路の系統的整備によって農地の効率利用を図り

又、治水 も合わせ目的として計画が進められた。その一環として香宗川の支流である山南川河川

改修工事が計画されたが、当該事業計画区域内には周知の埋蔵文化財包蔵地である稗地遺跡が存

在 し、弥生時代～古墳時代の遺物が確認されていた。すでに、稗地遺跡の周辺においては拝原遺

跡や十万遺跡など当該期の遺跡が立地 しており、稗地遺跡も山南川流域に展開する一連の集落遺

跡となることが考えられ、当地域の歴史を明らかにするうえで重要な位置を占める可能性があ

る。当該工事が計画通 り実施されれば地下の埋蔵文化財 も甚大な影響を受ける為に、文化財保護部

局である高知県教育委員会及び香我美町教育委員会は、高知県南国土木事務所と協議を行い、その

結果遺跡内の工事対象区域500m2 について記録保存のための全面発掘を実施することになった。

発掘調査業務は財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが担当し、平成3年10月28日 ～

11月28日 に行われた。

稗地地区の集落と発掘調査風景
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稗地遺跡

拝原 〃

的場 〃
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中幅 〃
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立 花 〃

宮 の前 〃
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第1図 稗地遺跡 の位置 と周辺 の遺跡(弥 生 ～古墳 〉
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第Ⅱ章 稗地遺跡の位置と環境

稗地遺跡は、香美郡香我美町上分字稗地に所在する。香我美町は、高知県の穀倉地帯である高

知平野の東端に位置 していて、北方は物部 ・香北 ・土佐山田、南方は夜須 ・芸西、東側は安芸、

また西側は野市 ・赤岡の各市町村と接 している。岸本の集落南側は、黒潮洗 う土佐湾である。町

のほぼ中央部を香宗川が南西へ向かって流れ下り、下流には氾濫原性の低地を造っている。3系

統の主要山系は北東方向に向かって次第に高度を増しており、地質時代の第三紀末から第四紀に

かけての地盤隆起運動に際して、北東側の山地がより大 きく隆起 し、南西部の土佐湾側がそれに

引 きずられて隆起 した結果であろうとされている。(1)

遺跡所在地は、香宗川の支流である山南川左岸の氾濫原性の低地から低位段丘に続 く平坦面上

に位置 してお り、香我美町役場(北 緯33度34分00秒 ・東経133度44分49秒)の 東南東約

1.7km、 海岸線から北方約3.2kmの 距離にあり、標高は22.5m前 後である。

当遺跡周辺には、高知平野の弥生時代～古墳時代を語る数多 くの遺跡が存在 している。中でも

最も注目されるのは、当遺跡の西方約1.5kmに ある下分遠崎遺跡である。高知県中部地域には、

古物部川が形成 した自然堤防上に営まれた拠点的な大集落である田村遺跡群があるが、この下分

遠崎遺跡も、分村によって生まれた集落である。田村遺跡群は、弥生時代の初期の段階から稲作

文化を受容し、高知県中部弥生社会の中で終始その中心となった集落として知られているが、木

製品が出土しなかった。この下分遠崎遺跡がその不足 ・不十分な遺物を補う形となった。木製品

が出土 したのは弥生中期の遺構検出面で、多量の自然木とともに、農耕具 ・工具 ・祭器などの完

形品のほかに、加工痕をもった板状 ・柄状 ・棒状の木製品が出土 した。田村遺跡群から分村 し、

定着した集落についての重要な資料を含んだ遺跡である。(2)

十万遺跡からは縄文時代晩期の貯蔵穴に伴って黒色磨研の浅鉢が出土してお り、その他弥生前

期 ・中期前葉の遺物も散見される。弥生中期後半になると丘陵上に的場遺跡や棒 ヶ谷遺跡が営ま

れるが、具体的な状況は不明な点が多い。弥生時代後期になると、香宗川や山北川沿の河谷平野

に多 くの小規模な集落が出現 し、丘陵斜面からは壼棺墓が発見されている。古墳時代になると、

中期には徳善天皇古墳が築かれ、続 く後期には周辺一帯で横穴式石室を持つ古墳が数基確認され

ている。7世紀になると徳王子古窯跡群で瓦 ・須恵器が焼かれるようになり、このような地域的発

展を背景として奈良 ・平安時代に至ると、十万遺跡や曽我遺跡のように豪族館や郡衙級の建物群

が出現するようになる。(3)

稗地遺跡は、このような地域的発展の中で、弥生時代後期～古墳時代前期の小集落がいかに営

まれたかという問題を提示してくれる遺跡 として位置づけることができよう。
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第2図 発掘調査区位置図
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第Ⅲ章 調査区の概要及び調査方法

1調 査区の概要

調査の対象となった面積は約500m2 で、東西方向に長軸をもつ台形状の調査区である。調査区

北側はすでに河川改修工事のため断面が垂直に切られており、西側は幅員2～3mの 農道である。

他方向は水田、畑地と接 している。調査区全面はほぼ平坦であり、調査区内の比高差は少ない。

また、調査区は水田、畑地 として利用されてきており、ハウス栽培に使われていた部分もある。

なお調査区西側の一部は耕作あるいは建造物によってかなり深 くまで撹乱を受けており、遺構 ・

遺物の検出ができなかった。

2調 査方法

まず調査区東側について厚さ10～20cmの 耕作土を重機で削 ぎ取った後、人力で精査 したとこ

ろ、耕作土直下より遺構を認めることができた。この段階で遺構が調査区全面に広がっていると

判断し、全面発掘調査を実施することにした。

遺構の実測及び遺物取 り上げについては、磁北にあわせて任意に4m毎 に測量杭を設け、東西

方向に数字、南北方向にアルファベ ットを打ってグリッド番号 とした。





第3図 稗地遺跡検出遺構全体図





第Ⅳ章 検出遺構と遺物

1弥 生 ・古墳時代の遺構 と遺物

(1)竪 穴住居

ST1(第4・5図)

調査 区 の 中央 やや 東 よ りに位 置 し、 ほぼ 円形 の平 面 プ ラ ンを持 つ住居址 であ る。 直径6.5m、 床

面 まで の深 さは20cm前 後 であ る。東 北 の 隅 をSD1に よ り南北 方 向 に切 られ て い る。壁 面 にそ っ

て幅0.3～1.1m、 高 さ5～15cmの ベ ッ ド状 遺 構 が伴 って い る。 ベ ッ ドは六 角 形 を呈 し、北 西 方

向 で と ぎれ て い る。埋 土 は濃 茶色 粘 質 土 単純 一 層 で 、Ⅱ ・Ⅲ層 が ベ ッ ド部 とな って い る。 ベ ッ ド

は、基 底 に地 山部 分 を残 し、 そ の後 版 築構 法 に よ り拡 張 す る とい う技 法 でつ くられ てい る。住 居

に伴 う柱 穴 はP1～P3・P7・P8が 考 え られ五 角 形 を呈 す る。P1-P2間 は2.5m、P2-P3は3

mで あ る 。各 ピ ッ トの規 模 は表-1に 示 した。 中央 ピ ッ トは住 居 址 の 中心 よ り南 側 に寄 っ てお

り、168×92cmの 楕 円状 をな し、深 さは20cmで あ る。 部分 的 に段 状 をな して お り断面 は舟底 状

を呈 す。 底 部 には 炭化 物 が 堆積 して い る。 また 、 中央 ピ ッ ト脇 に は焼 土 が 薄 く堆 積 して い る。

遺 物 は、 住居址 の規 模 の割 には 多 くない。 器種 別 には壼 と鉢 が 多 く甕 が 少 ない 。1～6は ラ ッパ

状 に強 く外 反 す る壼 の 口縁 部 で あ る。1の 口唇 部 は上 に摘 み上 げ、 内外 面 共 にナ デ てい る。4～6

は 口唇部 に装飾 を施 してい る。4は 貝殻 腹 縁 に よる押 引文 、5は 貝 殻 腹縁 に よ る圧 痕 文 、6は ハ ケ

状工 具 に よ る波状 文 を巡 ら し、 条線 は3条 で あ る 。

甕 は確 認 で きる もの が一 点 の み で あ る。13は 口縁 部 が外 反 し、 内 外 面 共ハ ケ調 整 を施 す 。

鉢 は6点 出土 してい る。外 面 はナ デ調 整 を もつ ものが 多 い 。7・8は 丸 底 の 小 型 の鉢 であ る。9

は平 底 の 中型 の鉢 。10～12は 中型 の浅 い 鉢 と思 われ る。

これ らの他壼 ・甕 の底部 が14点 出土 して い る。底 部 の形 態 は 、突 出 した 平底(14～16・18)4

点 、平底(17・19・24～27)6点 、丸 底(20～23)4点 で あ る。ST1は 弥 生 時代 後期 に属 す る。

第1表ST1柱 穴規 模

ピ ッ ト No.

P1

2

3

4

5

6

7

8

中 央 ピ ッ ト

長軸 ×短 軸(cm)

28×24

径20

径22

径22

40×32

30×28

24×20

26×21

168×92

深 さ(cm)

48

38

38

31

28

41

18

15

20
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第4図ST1と 出土遺物



11

第5図 ST1と 出土遺物

ST2(第6図)

 ST1の 北側に位置 し､一 辺4.5m前 後の方形の竪穴住居である｡東 の2つ のコーナーは隅丸方

形をなし､北 西側のコーナーはやや角張っている｡南 西はSD2に 切られており形態不明である｡

また北西から南東方向にかけてはSD1に より切られている｡壁 の立ち上が りは5～10cmで あり

非常に浅い｡床 面中央部に5cmの 比高差をもつマウンドがあ り､そ れに続いて中央ピットと考え

られる凹みが存在するが､形 態ははっきりしない｡中 央マウンド部及び凹み部には広範囲にわた

りカーボンと焼土が残存 し､周 辺部にも広がる｡

位置は第6図､規 模は表-2に 示した｡主 柱穴は

P1～P3を 想 定 す る こ とが で き る｡4本 柱 で本 来

はSD2に 切 られている位置に柱穴が存在 したも

の と考 え られ る｡柱 穴 間 距 離 はP1-P2が2.3

m､P2-P3が2.8mで あ る｡各 々 の規 模 はP1が

31×30cm､深 さ22cm､P2は 段 掘 り に な っ て お

り39×29cm､深 さ51cm､P3は24×20cm､深 さ

24cmで あ る｡

出 土 遺物 は 図示 で きる もの が少 な い｡28･29

は壼底部である｡28は 平底から内湾気味に立ちあ

第2表 ST2 カーボン及び焼土規模

種 別

カ ー ボ ンA

〃   B

焼 土 a

〃   b

〃     ｃ

〃   d

〃     ｅ

〃   f

"   g

長 軸 ×短 軸(cm)

60×54

158×100

35×18

8×7

85×55

15×9

19×18

41×26

60×57
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第6図ST2と 出土遺物
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がり、内面にヘラ磨きが見られる。29の 底部は断面台形状を呈し外面に指頭圧痕、内面にナデ調

整を施す。30～32は 甕である。30は 口縁部が 「く」の字状に外反し、内面に稜 をなす。外面は

横方向の叩き調整を施す。31は 胴部外面ナデ調整、内面ハケ調整を施し、指頭圧痕が顕著に見 ら

れる。32は 平底の底部を持つ。33～35は 鉢である。33は 内外面共にナデ調 整を施す。34は 内面

がヘラ磨 きされた浅い鉢である。36は 磨石である。ST2の 時期決定は難 しいが、住居址 のプラ

ン、出土土器から一応古墳時代初頭 と判断 した。

ST3(第7～9図)

調 査 区 の東 端 に位 置 し、北 側 約1/4が 調査 区外 に出 て い る が、 約8mの 径 を もつ 大 型 の 円形 住

居址 で あ り、床 面 か らの深 さ は約60cmで あ る 。 中央部 やや 南寄 を東 西方 向 にSD2に よ り切 られ

て い る。壁 面 にそ って 幅1～1.8m、 高 さ30～40cmの ベ ッ ド状 遺構 が 伴 っ てお り南 側 約1/3は 段

状 に な って い る。ベ ッ ド部 構 築 の技 法 はST1と 異 な って い る。ST1は 地 山 を基 底 部 と し、 そ の上

を版 築 に よ り拡 大 してい る の に対 し、ST3は 地 山の 削 り出 しの みで ベ ッ ド部 を構 成 して い る。 埋

土 はI～Ⅳ層 で あ るが 、SD2よ り南 側 で は後 世 の削 平 の た めかⅠ層 が 消 滅 してい る。 またⅣ層 は

不 明で あ る。主 柱 穴 はP1～P5の 他 調査 区外 に1～2個 考 え られ、 六 角 形 か七 角 形 を呈 す る こ と

にな ろ う。P1-P2・P2-P3及 びP4-P5は2.5m、P3-P4は2.8mで あ る。 柱 穴 の規 模 は表

－3に 示 した
。 中央 ピ ッ トは 南 北 方 向 に主 軸 を もつ 瓢箪 形 を呈 し、住 居 の ほ ぼ 中 央 部 に位 置 す

る。 断 面 は舟 底 型 で 、底 部 にカ ー ボ ン及 び小 礫 が推 積 して い る。 また 北縁 部 に径30cm前 後 、 中

央 ピ ッ ト底 面 か らの 深 さ約7cmの 浅 い ピ ッ トが付 属 す る。

遺 物 は総 数 約3,000点 が 出土 してい る。 器 種 別 で は甕41%、壼27%、 鉢17%、 高 杯15%の 比

率 となっ てお り、甕 に河 内か らの搬 入 品 が一 点含 まれ る 。壼 には2つ の タイ プが あ る。(a)口 縁

部 が 漏 斗状 に強 く外 反 す る もの 。(39～43)(b)口 縁 部 が ゆ るや か に外 反 しな が ら立 ち上 が る も

の。(38・44)40は 口唇 部 を拡 張 し波 状文 を施 す 。 条線 は2条 が確 認 で き る。44は 外 面 に縦 方

向の 丁寧 なハ ケ調 整 を施 す 。内 面 は右 下 りの ハ ケ調 整。46は 底 部 を叩 いて い る。49は 球状 の胴部

を持 つ壼 の底 部 と考 え られ る。

ピ ッ トNo.

P1

2

3

4

5

中央 ピ ッ ト

第3表 ST3柱 穴規模

長 軸 ×短 軸(cm)

径22

径20

28×24

46×40

34×30

136×104

深 さ(cm)

34

42

44

49

41

24
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第7図ST3と 出土遺物
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第8図ST3と 出土遺物
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第9図ST3出 土遺物
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37・50～59は 甕 で あ る。37の 口縁 部 は僅 か に ラ ッパ 状 に外 反 し、 口縁 端 部 は上 方 へ摘 み上 げ

て い る。 外 面 は ナ デ調 整 、 内面 はハ ケ調 整 を施 す 。 胎 土 中 に角 閃 石 及 び 雲 母 片 を含 み 濃 褐 色 に

発 色 す る 河 内平 野 か らの搬 入 品で あ る。 在 地 系 の 甕 はす べ て 口縁 部 が 「く」 の 字状 に外 反 し、

(a)口 縁 屈 曲部 内 面 に稜 を有 す る もの 。(57・59)(b)屈 曲部 内 面 が 丸 味 を帯 び て外 反 す る も

の。(51～56・58〉 が あ るが 、後 者 が多 い。外 面 は 叩 き調 整 の み の もの と叩 き調 整 後ハ ケ調 整 を施

す ものが 半 々 の比 率 でみ られ る。 内 面 はハ ケ あ る い はナ デ てい る。60～64・66～71は 底 部 で あ る

が、 形 態 は(a)突 出 した平 底 。(60～64)(b)平 底 。(66～68・71)(c)丸 底 。(69・70)と

様 々で あ る。71は 底 部 外 面 を叩 い てい る。65は 小 型の手捏 ね土器 で内 面 に指頭 圧痕 が顕 著 であ る。

72～81は 鉢 で あ る。鉢 は(a)半 球 形 の椀 状 を呈す る もの。(72・74・76・78・79)が 多 く、

(b)コ ップ状 の もの 。(73)(c)浅 い皿状 の もの。(77)が あ る。底 部 は丸 底 の もの が圧 倒 的 に

多 い 。体 部 はハ ケ及 びナ デ調 整 を施 す もの と一 部 叩 き調 整 を残 す もの が あ る。(74・75・78・80・

81)81は 内面 を細 くヘ ラ磨 き してい る。

高杯 は完 形 品 に は恵 まれ て い ない。82は 内外 面 共 丁寧 なナ テ調 整 を施 した杯 部 であ る。83の 杯

部 は半 球 形 状 を呈 す る。杯 部 は全 面 ヘ ラ磨 きを施 す 。84は 大 き く裾 が広 が り、4孔 を穿 つ と思 わ

れ る。胎 土 中 に微 量 なが ら雲母 片 を含 み、 搬 入 品 の可 能性 が あ る。85は 磨 耗 が 激 しいが 高杯 脚 部

で あ る。 杯 部 との接 合 部 に は指頭 圧 痕 を認 め る。

石 器 は8点 出土 した。86～89は 打 製 の石 庖 丁 で あ る。孔 は な く、 か わ りに88を 除 き両端 に切

りこみが あ る。90～92は 磨 石 で あ る 。93は 砥 石 で 、 断面 長 方 形 を呈 し、 長 辺側 の 中央 部 は二 面

共 凹 む。

94～98は 鉄 鏃 で、 鏃 身部 の形態 は圭頭 形(94～96)、 方 頭形(97・98)で あ る 。99は 方形 の

断面 を もつ 鉄 鏃茎 部 で あ る と見 られ る。ST3は 弥生 時 代 後期 に属 す る。

ST4(第10・11図)

一辺5mの 方形住居址 で
、床 面 まで の深 さは10cmと 浅 い 。北 西 の隅 か ら南東 方 向へSD3に 切 ら

れ ま た南 東 壁 際 をSK3に よって切 られ てい る。ST4も ベ ッ ド状遺 構 を もつ 。 ベ ッ ド部 は壁 に沿 っ

て南 西壁 一北 東壁 を巡 るが、 北西 側 で は消 滅 してい る。 「コ」 の字状 の平 面 プラ ンを有 す る タイ プ

と考 え られ る。 ベ ッ ド部 の高 さは5～8cm、 幅 は80cm前 後 で あ る。埋 土 はⅠ層 で、Ⅱ層 が 東側 ベ

ッ ド部分 を構 成 して い る。西側 ベ ッ ド部 は地 山 を削 り出 して作 って お り、東 西 で技法 が異 なる。 ま

た北 西側 の 一部 を除 き、壁 に沿 って内 側 に幅10～20cm、 深 さ10cm内 外 の壁 溝 を巡 ら して い る。

主柱 穴 は規 模 と深 さか らP1～P4が 想 定 され る。 各 々 の規 模 はP1(30×28cm深 さ50cm)、P2

(40×37cm深 さ46cm)、P3(32×31cm深 さ41cm)、P4(32×30cm深 さ46cm)で あ る。 柱

間距 離 はP1-P2(2.7m)、P2-P3(2.5m)、P3-P4(2.8m)、P4-P1(2.2m)で あ る。

なお 、P3に は径20cmの 柱 痕 跡 を認 め る こ とがで きる。 中央 ピ ッ トは住 居 の ほぼ 中央 にあ り、不

整 円 形 を呈 す る。 規模 は62×61cm、 床 面 か らの深 さ14cmで 舟 底 型 の断 面 を持 つ 。
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第10図ST4と 出土遺物
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第11図ST4出 土遺物

遺物は、細片 も含め総数約450点 出土 しているが図示できるものは少ない。100は壼 の口縁部で

ある。ラッパ状に外反 し、口縁端部を上へ摘み上げている。口唇部に幅4～5mmで 左下りの凹線

を周囲にめぐらしている。101は壼 の底部である。102～105は 甕である。甕はすべて口縁部が

「く」の字状に外反する。102・103は 屈曲部が丸みを帯びている。104・105は 内面稜をなす。外

面は叩き調整後ナデて消しているもの(103・104)、 太い叩き調整痕をそのまま残すもの(105)

がある。105は胴部上半に粘土帯接合痕跡が認められる。106～109の 底部は106を除き平底で、109

は底部外面を叩いている。110は いわゆる小型丸底壼である。P5よ り出土した。球形の胴部から

口縁部がゆるく外反 し、内面に稜を持つ。頸部外面は横方向、胴部外面は右下 りのヘラ磨きを施

す。内面は強い横ナデ調整を施す。P5はST4に 伴 うピットではない可能性がある。111・112は 半

球形の椀状を呈す鉢である。113は 浅い皿状の大型の鉢になると考えられる。ST4の 所属時期はそ

の形態から古墳時代に入る可能性 もあるが、出土土器の観察から一応弥生時代後期と判断した。

ST5(第12・13図)

調査区西端に位置し、1辺4.5m前 後の方形住居址で床面からの立ち上がりは約30cmで ある。

西側のコーナーは鈍角をなす。南東辺は後世の撹乱により確認できない。南側1/3をSD2に より

切 られてお り、またSD2よ り南側は撹乱のため観察できない。ST5も ベッド状遺構を伴ってい

る。壁に沿って高さ20cm前 後、幅0.9～1.Omの 規模を持ち、ST1と 同様に地山を削り出した上

に版築で拡張するという技法を持っている。埋土はI～Ⅳ層 でⅡ層がベッド部 となっている。北

東側ではベッド部を構成するⅡ層の下に壁溝が存在することから2時 期を想定 しなければならな

いのかも知れない。床面には多数のピットが存在するが、主柱穴はP1～P3と 考えられ、各々の

柱間距離は2.6mで ある。他のピットの性格 を明らかにすることはできない。中央 ピットは住居

の中央よりやや南側に位置 し、台形状の平面プランを有する。長軸×短軸は117×108cm、 床面か

らの深さ17cmで 、西側の壁際に径24cmの ピットを伴 う。断面は舟底型である。

遺物はⅠ層 を中心 として細片が数多 く出土しているが、図示できるものは僅かである。120は

口縁部がラッパ状に外反する壺である。外面に丁寧な右下 りのハケ調整を施す。121は 球形の胴
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第12図ST5と 出土遺物
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第13図ST5出 土遺物

部を持つ壼であり外面はヘラ磨きされている。119は 搬入品の甕である。口縁端部を上に摘み口

唇部は丸 くおさめている。頸部内面に鋭い稜をなし、全体丁寧なナテ調 整を施す。河内平野の土

器であ り、Ⅱ層から出土した。122・123は 甕の底部で、122は 底部外面を叩いている。117・118

は半球形の体部に二重口縁がつ く鉢で指頭圧痕が顕著である。124は 杯形の手捏土器で、胴部下

端を指で絞っている。125は 高杯の脚であり、4孔 を外面から穿つ。ST5か らは鉄器が3点 出土 し

ている。126は 断面方形の鏃茎であろう。127は 鏃身であるが先端を欠いている。ST3出 土の鉄鏃

に同タイプのものが含まれる。128は 鉄製穂摘具である。長さ7.4cm、 幅2.7cm、 厚さ3～4mm

あり、両端を丸 く折 り返したもので完全な形を保っている。ST5の 時期は出土土器から弥生後期

末～古墳初頭の中で考えなければならない。

ST6(第14・15図)

北側約1/4が 調査区外に出てお り、南半はSD2に より東西に切られ、南端は現代の撹乱を受け

ているが、直径8.5m前 後のほぼ円形を呈する大型の住居址 である。床から検出面までの深さは

10～26cmで 、SD2よ り南側で浅い。ST6も 壁面に沿ってベッド状遺構を持つ。幅1.0～1.2m、

高さ15cm前 後であるが、SD2よ り南側、及び東壁の一部では確認できない。中央 ピット部を除

き埋土はＩ層で、EFラ インのⅡ層目がベッド部を構成する。ベッドの構築技法はST1・ST5と

同様に地山の基底部の上に版築で拡張するというタイプである。主柱穴についてはSD2に 切られ

ていることもあり明確にできない。中央ピットは住居の中央よりやや南寄 りと考えられ、四隅が

丸 くなった不整四角形を呈 している。断面は東西方向が舟底型、南北方向は段 をなしてお り、南

側半分が低い。ピット埋土は南側部分の底にカーボンを含有した層と焼土が重な り、その上を粘

質土が覆う。さらにその上にカーボンを認めることができる。これは、最初中央ピットの南半だ

けを使用 していたが、なんらかの理由で北半を拡張 し使用 した証拠である。

遺物は細片を含め総数1,200点 余が出土しているが、図示 し得たのは13点 と少ない。壼は2点

出土している。129の 口縁部は外反 し、端部は下方に肥厚 して口唇部は外傾する面をなす。内外

面共ハケ調整。130は 装飾された口縁部である。口唇部に波状文を施し条線は4条 。131～135の

底部はすべて平底である。131は 底部外面に木葉の圧痕 を残す。135は 底部外面を叩いている。
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第14図ST6と 出土遺物
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第15図ST6出 土遺物

136～139は 鉢で138を 除き丸底で、内湾あるいは内湾気味に立ちあがっている。140は 高杯の

脚部で裾が 「ハ」の字状に開く。4孔 を穿つと思われる。外面丁寧な縦方向のヘラ磨 きを施す。

141は 「ハ」の字状に張 り出す脚部を有すると思われる高杯である。脚部と杯部の接合部周囲に

粘土帯を張り付けヘラ状工具で押えている。外面丁寧なナデ調整を施す。ST6は 弥生時代後期に

属する。

(2)土 坑

SK3(第16図)

ST4の 南東壁内側にあり、ST4を 切っている。長軸1.2m、 短軸1.Om、 深さ35cmの 隅丸方形

の土坑である。北側と南側の一部を除き2段 に掘 り込まれてお り、東壁は急傾斜 しているが西壁

はゆるやかに立ち上がる。北壁をSD3に 切られている。埋土はⅢ層であるが、最下層はST4の Ｉ

層と内眼の観察では差異を認めない。その上に焼土層、最上層にカーボンが混入した粘質土層が

共にレンズ状に堆積 している。遺物は壁および床面に貼 り付いた形で完形品を含み10数 点の土器

が出土した。142は 小型の甕である。口縁部まで叩き出してお り、口縁部外面は叩いた後縦方向

のハケ調整。胴部は外面横方向の太い叩き調整、内面右下 りおよび横位のハケ調整を施す。丸底

で底部外面に大きな黒斑がある。143も 甕である。口径 と胴部最大径がほぼ同じで、胴部外面は

叩いた後ハケで消 している。胴部内面上半は右下りのハケ、下半はヘラ削 り後ナデている。144

は直口壼である。球形の胴部を持ち、底部は充填粘土が剥離 しているが尖底になる。胴部外面は

縦および右下がりのハケ調整と縦および右下りの丁寧なヘラ磨 きをしている。体部上半内面に粘

土帯の単位(幅1.5～2.Ocm)を 明瞭に見ることができる。145・146は 鉢である。共に内湾 して立

ち上が り、内面に右下が りのハケ調整を有す。外面はナデている。147は 甕である。内面右下

り、外面縦方向のハケ調整を施す。148は 二重口縁の壼であり、水平に近 く外反する口縁に粘土

をつぎたしている。149は 甕の口縁部で内外面共横方向の強いナテ調整を施す。SK3はST4を 切

っているが、出土土器を見る限 りではST4と 変わらない。
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第16図SK1(150～153)、SK2、

SK3(142～149)、SK4、SK5
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2中 世の遺構と遺物

(1)土 坑

SK1(第16図)

ST4の 北にあ り、長さ2.9m、 最大幅1.Om、 深さは10cm内 外 と浅い。中央部が僅かにくびれ

た瓢箪形をしている。床面はほぼフラットで壁は垂直に近い。内側に5個の円形または方形のピッ

トがあるが性格は不明である。埋土はⅠ層であ り、埋土中より土師質土器片、瓦質土器片、白磁

片合わせて約90点 の遺物が出土 している。図示できたのは4点 、150・151は 土師質土器の杯で

ある。共に全体ナデ調整を施 し指頭圧痕を認める。底部は観察出来ない。152は 瓦質の鍋、153は

同じく瓦質の鍋の脚である。土坑の性格は不明である。

SK2(第16図)

ST6の 西側に隣接する東西に細長い不整形の土坑である。長軸2.2m、 最大幅35cm、 深さ20cm

あり中央部が最も高 く東西に落ち込んでいる。図示できるものはないが、土師質土器片が5点 出土

した。

SK4(第16図)

ST5の 東側 コー ナ ー部 に位 置 す る 。長 軸1.Om、 短 軸50cm、 深 さ25cmの 卵 形 の土 坑 で あ る。

北 縁 に径30cmの ピ ッ トを伴 う。 外 面 に叩 き 目を有 す る弥 生 土 器片 が27点 と土 師 質土 器片 が5点

出土 した が 図示 で き る もの は ない 。性 格 は不 明 。

SK5(第16図)

調査区南西端に位置 し、南北方向1.5m、 西側は撹乱のため確認できない。深さ28cm、 土師質

土器片が数点出土した。

(2)柱 穴

P5(第17図-156)

瓦質の鍋である。内湾 しながら立ち上が り、口縁部 「く」の字状に外反する。外面指頭圧痕が

顕著である。

P6(第17図-157)

高杯の脚である。内部縦穴が貫通 している。外面1/3ほ ど剥離 しているが、丁寧なナデ調整を

施す。弥生土器であるが、他に土師質土器片が2点 伴って出土 したので、中世のピットと判断し

た。
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P7(第17図-154(1)・154(2)・155)

ST5の 南東壁内側に位置する。長軸42cm、 短軸29cm一 方がやや尖った卵形のピットであ

る。東側が段状に掘 り込まれており、深さは約20cmで ある。図示できたのは2点 。他に土師質土

器片6、 瓦質土器片2、 弥生土器片1、 釘状鉄製品1が 出土 した。154は 青磁碗である。154(1)

と154(2)は 同一個体であるが互いに接合できる部位にはない。龍泉窯系青磁1類 に分類 され

る。内湾気味に立ちあがる胴部から口縁部は僅かに外反する。高台は断面四角で高台部畳付およ

びその内部は露胎である。外面無文、内面および見込には蓮華文を片彫 り施文 している。12世 紀

中葉から13世 紀初頭にかけての出土が多いタイプである。155は 土師質土器の皿である。平底か

ら外反 して立ちあが り、口唇部は丸 くおさめる。体部全体横ナデ調 整を施す、底部外面は回転糸

切 り痕を残す。

(3)溝 状 遺 構

SD2(第17図 一158～163〉

調査区全体をほぼ一直線に東西に貫 く幅0.9～1.2mの 溝で深さ0.5～0.7m、 東西で比高差が少

ない。ST3・2・6・5の 順で東から切っており、西流していたと推測される。埋土はⅢ層からな

り下層ほど砂粒が多 くなる。細片を含め約1,000点 の遺物が出土 しているが、約9割 は弥生土器

片である。158～161は 平底の底部である。161は 底部外面を叩いている。162は 土師質土器の杯

である。内湾して立ちあがり、口縁部僅かに外反する。体部内外面共ナデ調 整を施す。163は 土

師質土器の鍋である。頸部に稜 を有 し、全体ナデ及びハケ調整。

SD3(第17図 一164～169)

SK3を 南端 とし、北西方向に伸びる長さ約10m、 幅20～40cmの 溝で、深さ20cm前 後 と浅

い。弥生土器片を中心として総数約150点 の遺物が出土 している。164は 僅かに突出 した平底底

部を持つ。165は 突出した上げ底状底部から斜上外方に直線的に立ちあが り、胴部外面に左下 り

の螺旋状叩き目痕を残す。166も 上げ底状の底部を持つ。内外面共にヘラ状工具によるナデ調 整

を施す。167は 僅かに残る平底底部を持つ。168は 高杯である。内外面共にハケ調整の下地の上に

ヘラ磨きを施している。169は 瓦質土器の鍋である。

3そ の他の遺構 と遺物

(1)遺 構

SA1(第18図)

ST4の 北 西 に位 置 す る柵 列 で あ る。規 模 は3間(5.46m)でP1よ りほ ぼ北東 方 向 に向 か う。 柱

穴 の平 面 プ ラ ンは ほぼ 円形 を呈 し、径25～30cm、 深 さ17～50cmで 柱 問 距離 は1.78～1.90mで
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第17図 P5(156)､P6(157)､P7(154・155)､SD2(158～163)､SD3(164～169)
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第18図 包 含 層 出 土 遺 物(170～172)、SAl

あ る。P4に は径 約18cmの 柱 痕 跡 を認 め る こ とが で き、 ま た径12cmの 小 ピ ッ トが付 属 してい

る。 出土 遺 物 は 少量 で 図示 で きる もの は な く、所 属 時 期 も不 明 で あ る。

SD1

調査 区東 側 を南 北 に走 る長 さ約12m、 最 大 幅50cmの 溝 。 深 さ10cm前 後 と非 常 に浅 く、ST

1・ST2を 切 り、 中世 の 溝SD2に 切 られ て い る。 出土 遺 物 は 図示 で きる もの はな く、 所属 時 期 も

不 明で あ る。

(2)遺 物(第18図 －170～172)

遺構 検 出面 か ら出土 した遺物 を3点 図 示 した。170は 壺 の 口縁 であ る。 口唇 部 に ×印状 の 飾 り

を巡 ら してい る。171も壼 で 口縁 部 が 強 く外 反 し、 口唇 部 に飾 りを施 して い る。172は 瓦 質 の摺鉢

で あ り、 内 面 に3～4の 条 線 を持 つ 。
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第Ｖ章 まとめ

稗地遺跡からは、今回比較的小規模な調査であったにもかかわらず弥生時代後期後半～古墳時

代初頭の竪穴住居6棟(ST1～ST6)を 中心 とする諸遺構ならびに遺物が出土 した。以下に遺

構 ・遺物をまとめてみたい。

1.遺 構

6棟 の竪穴住居址 は、平面形から2つ のタイプに分けることができる。すなわち円形 と方形で

あり、ST1・3・6が 円形に、ST2・4・5が 方形に属する。円形住居址 は床面の外周部を1段 高 く

したベッド状遺構を有しているところに構造上の第1の 特徴を求めることができる。ベッド状遺

構をもつ竪穴住居址 は北部九州において弥生時代中期に出現 し近畿 ・瀬戸内地方においては少な

いが、南四国では弥生時代後期後半(2世 紀末ごろ)に いたって登場し、その後古墳時代初頭ま

で多 く認められる。(12)ベ ッド状遺構の構築技法 としては、一旦床面まで掘 り下げた後粘土を版

築する方法と、地山部を整形し段を削り出す方法がある。南四国では両者が認められるが、地山

整形の技法を採るものが多い。当遺跡の円形住居址 ではST3が 削 り出し法、ST1・6が 版築法に

よっている。ベ ッドの形態はST3・6が 壁面に沿って巡っているのに対 し、ST1は 六角形に巡

り、住居址 の平面プランとは異なっており他の類例 と比較しても特殊な形態と言えよう。これら

3棟 の円形住居址の床面中央部には炉跡 と考えられる中央 ピットが付属しているが、ST1・6は 中

心より南側に寄っている。高知平野の場合、弥生時代後期後半までは中央ピットが床面中央部に

位置 しているが、時期が新 しくなるにつれて南側に片寄る傾向が認められる。(13) 本例も同様な

傾向を有している。また中央ピットの平面形が円形から楕円形に変化するのも当該期の一般的な

特徴である。これらの竪穴住居を支える主柱穴は、ST1に おいてはベッド部コーナーに6個 認め

られるが、ST3・6に ついては、SD2に 切られていることもあって明確にすることかできない。

方形住居址 は円形住居址 に比べて全体的に小規模である。特にST2に おいてその傾向が著 し

い。ST4・5は 方形のベッド部を有 している。ST4の ベ ッド部は北隅で段部が不明瞭となってお

り、構築技法は東側版築、西側は地山成形である。この技法は松ノ木遺跡ST1に 類例が見られ

る。(14) またST5の 東北壁沿いとST4の 各壁沿いには壁溝が巡っている。

ベッド状遺構については、祭場説 ・寝床説など諸説があるが、当遺跡や南四国における一般的

傾向としては、ベッド構造を有する住居跡が集落内において特別な位置を占めていたと考えられ

るような状況証拠は認められない。出土遺物もベッドを持つ住居址から祭祀行為を示唆するよう

なものは認められない。当遺跡においても時期を接する6棟 中の5棟 までにベ ッド状遺構が存在

するという事実は、この種の竪穴住居を弥生時代末から古墳時代初頭にかけての一般的な形態と

して理解するべ きであろう。
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第4表 南四国におけるベ ッド状遺構 を伴 う住居址(※ は推定)
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2.遺 物

比較的まとまった遺物を出土 したST3出 土遺物を中心にまとめてみる。ST3出 土弥生土器の割

合は甕:壺:鉢:高 杯:そ の他=10:6:4:3:1で あり、甕が多数を占める。甕は在地系の甕の

中に、明らかに在地甕とは異なる搬入土器が1点 含まれる。在地甕は例外なく口縁部が 「く」の

字状に外反し、胴部は多 く長胴砲弾型が推定される。胴部外面は叩きあるいは叩いた後ハケで消

しており、内面のヘラ削 りは全 く認められない。底部は平底 も残るが、突出した小さな平底から

丸底を指向している。これに対 して搬入土器は口縁部のみの出土ではあるが、土器製作技法が在

地の土器には認められないものである。すなわち、口縁端部を上方へ摘み上げ、内面に横方向の

ハケ調整を施 している。胎土良く引き締まり、在地土器か大粒の砂粒を含むのに対 して、角閃石

及び雲母片を含んで濃褐色に発色 している。河内地域からの搬入品である。

壼は広口壼で占められており、口縁部に装飾を施す例(40～42)が 見られる。鉢は小型で半球

形の椀状を呈するものと浅い皿状のものが大部分を占める。

先学により、南四国の弥生時代後期土器は7期 に編年されているが、(15) ST3は 後期7期 に当

てはめることができよう。

土器以外に注目できる遺物 として、鉄器が出土している。ST3か らは6本 の鉄鏃茎部、またST

5か らは穂摘具と鉄鏃 ・鉄鏃茎部が出土 している。鉄鏃は南四国においては弥生時代中期に出現

し、(16) 後期に至り各集落間に普及して行 く。鉄製穂摘具は北部九州地域からの出土例が知られ

ているが、(17) 該当期の定形品としては県下はじめての出土であり、ST3か ら打製の石庖丁4点

が出土していることと考え合わせ興味深い。
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写 真 図 版
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写真1

発掘調査区全景

発掘調査風景(ST4)



写真2

ST1完 掘状態(東 か ら)

ST1ベ ッ ト部 セ ク シ ョン(東 か ら)
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写真3

ST2検 出状態(東 か ら)

ST3検 出状態(東 か ら)



写真4

ST3完 掘状態(東 か ら)

ST3内SD2セ クシ ョン(東 か ら)
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写真5

ST3遺 物出土状態

ST3遺 物出土状態



46

写真6

ST4完 掘状態(南 か ら)

ST4遺 物出土状態
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写真7

ST5完 掘状態

ST5遺 物出土状態
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写真8

ST5遺 物出土状態

ST5遺 物出土状態
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写真9

ST6完 掘状態(西 か ら)

ST6北 壁 セクシ ョン
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写真10

SD2東 壁 セクシ ョン(D7区)

SK1完 掘状態(北 か ら)
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写真11

SK3遺 物 出土状態(北 か ら)

P5遺 物出土状態
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写真12

P7遺 物出土状態

包含層遺物(172)出 土状態
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写真13

ST1出 土遺物
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写真14

ST3出 土遺物
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写真15

ST3出 土遺物
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写真16

ST4・5出 土 遺物
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写真17

ST5・6、SK1、SD3、 包 含 層 出土 遺 物
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写真18

SK3出 土遺物
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写真19

P7出 土遺物



60

写真20

ST3出 土石器(石 包丁 ・砥石)
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写真21

ST3・5出 土鉄器(鉄 製穂摘具 ・鉄鏃)
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